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ベトナムは南北に長い海岸線を有し，沿岸域災害の危険性が高い国と考えられる．しかし，北部や中部

と比較して，一般的に南部地域は台風や高潮災害の危険性が小さいと考えられてきた．本稿は，ベトナム

南部沿岸域の災害，特に高潮脆弱性の検証を試みるものである．急成長を遂げる海岸都市において現地調

査を行い，著しい海岸侵食により危険に瀕している集落や河川中洲の極めて低平な地帯に広がる集落を確

認した．住民インタビューでは台風を危惧する声は皆無に近かった．一方で，過去60年間の台風経路分析

より，北部や中部と比べて，台風の発生がおよそ1/2から1/3と無視できない頻度であることを示し，また

50年前には1m程度の高潮が発生したことを数値解析に基づき明らかにした．これらの結果より，近年に

おける最大クラスの台風が当該都市を襲った場合の危険性について指摘した． 
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1. はじめに 

 

 ベトナムは，1986年の改革開放路線以来，海外からの

旺盛な投資も後押し，順調な経済成長を遂げてきている．

地形的には，南北に伸びる全長3,260kmの長大な海岸線

を有するため，沿岸域に拠点をもつ海運，水産，工業，

観光等に従事する労働人口が多く，このため沿岸域の人

口が多い．2007年にはWTOに加盟し，沿岸域の経済開

発は益々加速していく状況にある．しかし，近年の沿岸

域開発の急速な進展に対して，沿岸域防災の面での対応

は遅れているといわざるを得ない状況にある1)。ベトナ

ムが今後健全な経済発展を実現するためには，沿岸域災

害に対する着実な備えを進め，安全性の高い生活基盤，

経済基盤を形成していく必要がある．特に，ベトナム南

部地域は台風の上陸が希であることもあり，沿岸災害に

対する危機感も比較的小さく，海岸線近くの低平地に住

居が密集する状況が珍しくない．ベトナム南部と同緯度

帯に位置するフィリピンのミンダナオ島では2011年12月に熱

帯低気圧Washiが上陸し，土砂災害や洪水によって1,250人以

 
図-1 ベトナムの主要都市 

 

上の死者を出した．ミンダナオも台風常襲国フィリピンの

中にあって，これまで台風の脅威と無縁と考えらえていた．

ここにベトナム南部との類似性を見出すことができる．本
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図-5 Phu Trinh 地区の集落 

 

3. 台風経路分析 

 

ベトナムにおいて，特に台風被害が深刻なのは，北部

と中部の沿岸域であるが，南部においても台風と無関係

というわけではない．通常，台風シーズンの初期の頃

（5，6月）は台風のほとんどが北部に集中するが，シー

ズンが深まるにつれて台風経路が南部へと移行していき，

10~12月の時期には南部でも台風が上陸することがある． 

 

 

 

 

図-6 台風経路図（1951年~1960年） 

 

図-7 台風経路図（1961年~1970年） 

 

図-8 台風経路図（1971年~1980年） 

 

図-9 台風経路図（1981年~1990年） 

 

図-10 台風経路図（1991年~2000年） 

 

図-11 台風経路図（2001年~2010年） 
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台風の出現頻度を統計的に分析するため，米軍合同台

風警報センター(JTWC)5)のベストトラックデータを使用

して，1951年から2010年までの過去60年間の熱帯低気圧

の経路分析を行った結果を図-6から図-11に示す．経路

は熱帯低気圧の中心位置の軌跡を示し，最大風速が

33m/s（64ノット）以上の強い台風はひし形で明示した．

また，この経路分析データをもとに熱帯低気圧が消滅した

地点の緯度を基準として，北～中部と中～南部の熱帯低気

圧の発生頻度を比較した結果を表-1に示す．これらより，

ベトナム周辺の台風発生について以下のことが言える． 

 

ア．台風の発生頻度は年代によってばらつきが大きい 

イ．過去60年間において発生頻度の増減に明白なトレンド

は認められない 

ウ．中～南部の台風発生頻度は北～中部の1/2から1/3程度 

 

上記ア．はエルニーニョ・南方振動（ENSO）のよう

な10年規模変動の気候システムの影響が要因の一つとし

て考えられる6)．また、イ．は北大西洋を除く太平洋，

大西洋，インド洋において1975年から2004年の30年間で

顕著な熱帯低気圧の頻度増加が見られないことを指摘し

たWebster et al. 7)の検証結果と一致する．そして，ウ．は

中～南部の台風発生頻度が北～中部と比べて確かに低頻

度であることを示している一方，無視できるほどに少なく

ないことを同時に示唆しているといえる． 

 

表-1 年代別の熱帯低気圧発生頻度・割合（1951年~2010年） 

 

4. 高潮再現計算 

 

ベトナム南部の海岸において数十年にわたり常時潮位を

観測してきた施設が不十分であるため，過去60年間の台風

に伴う高潮を推算するために数値解析を行うこととした．

このため，過去60年間にベトナム南部，特にファンティエ

ット周辺に上陸・接近した台風より図-12に示す代表的な5

台風を抽出し，高潮再現計算を行った．このうち，1997年

に発生した台風Lindaでは多くの漁師が高波に飲み込まれて

おり，メコン地域を中心に3,111名の死者が発生している8)． 

本研究では以下の浅水長波理論の支配方程式に基づいて

高潮数値解析を行い，吹き寄せと吸い上げによる高潮を評

価した9)． 
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ここで，M, N はx, y方向の流量フラックス，ρwは海水の密度，

ηは水位，hは静水深，D は全水深，n はマニングの粗度係数，

f はコリオリ係数，Pは大気圧，τ は風応力，Ahは水平拡散係

数である． 

 台風域内の気圧分布は次のMyersの式で与える． 

ܲሺݎሻ ൌ ଴ܲ ൅ ∆ܲ ∙ ݌ݔ݁ ቀെ
௥బ
௥
ቁ       (4) 

r は台風中心からの距離，P0は中心気圧，ΔP は気圧深度であ

る．r 0は台風中心から最大風速までの距離であるが，今回

は加藤の算定式10)で求めた． 

 なお，式(2)と(3)の風応力は式(4)を使って求まる傾度風に

台風の移動速度をベクトル的に加算して求まる正味の風速

Wより以下の式で算出される9)． 

߬ ൌ  ஽|ܹ|ܹ                                                                                             (5)ܥ௔ߩ

ρaは大気の密度，CD は大気の抵抗係数である． 

 計算にはGEBCO 08 gridの水深データ3)を使用し，N6°～14°，

E99°～112°の計算領域を3,000mの直交格子で再現した．図-13

に台風Lindaについての高潮偏差の時系列を示す．前述

の通り，ベトナム南部海岸では有意な潮位データが入手

できないため，代わりにタイ国のKoLak検潮所(N 11.8°, E 

99.817°) の観測潮位を参照し，再現性を確認した．高潮

最大時および台風到達前の水位変化について，大きさ，

発生時ともに計算による再現性は比較的高い．但し，観

測記録では台風通過後も高潮位がしばらく滞留している．

この原因として，陸域からの洪水流出が海岸線近くの水

位を押し上げたことが一因として挙げられる．今回使用

したモデルは降雨の影響を考慮できないため，デルタの

ような低平な場所で洪水流出が時間をかけて発生する条

件においては高潮位の滞留時間を過小評価する可能性が

ある．このように解析モデルに課題は残っているものの，

高潮偏差の値については比較的再現性が高いと考え，以降

Zone 1951- 
1960 

1961- 
1970 

1971- 
1980 

1981- 
1990 

1991- 
2000 

2001- 
2010 

北部－ 
中部 

(N25°-15°) 

67 
(70%) 

129 
(67%) 

103 
(76%) 

100 
(72%) 

106 
(68%) 

94 
(76%) 

中部- 
南部 

(N15°-5°) 

29 
(30%) 

63 
(33%) 

33
(24%) 

38 
(28%) 

51 
(32%) 

29
(24%) 

熱帯低気圧

総数 
96 192 136 138 157 123 
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密集化が進んできたと推察できる． 

問題は台風が来襲しないという，いわば幸運な状況がい

つまで続くかであるが，近年の最大規模である1962年台風

Lucyクラスの台風がいつファンティエット付近に再来して

もおかしくはなく，そのときには高 1々m程度の高潮であっ

ても，河川の低平地帯や砂浜を失った海岸に密集する家々

を襲い，大きな被害を及ぼす可能性があると考えられる． 

また，上記の危険4で挙げたように住民の災害時の対応に

よってリスクが増大する可能性もある．2008年にミャンマ

ーを襲い，14万人近くの死者を出したサイクロンNargisの際

には平時より家屋の浸水に慣れている住民が高潮を危険視

せずに逃げ遅れたという報告もある13)． 

 

6. まとめ 

ベトナム南部は台風の来襲が少なく台風災害の危険性は

これまで小さいと考えられてきた．しかし，今回の検証で，

北部・中部に比較すると頻度は小さいが，可能性が無視で

きるほどに小さいものでないことが示された．再現計算に

よって求められた過去60年間の最大クラスの高潮は1m程度

であり，日本の太平洋側のような高潮常襲地帯で発生する

規模に比べると十分に小さい．しかし，インタビューより

明らかになったように台風を危惧する住民は皆無に近く，

また台風災害と無縁な時期が長期間続いているため，この

間に海岸部では住居が密集化し，また河川中洲のような極

めて低平な地帯に集落が広がってきている．このため，ベ

トナム南部の海岸都市は高潮災害に対して，社会的な脆弱

性が高く，さらには海岸侵食が顕著化している場所もあり，

物理的な脆弱性も急速に高まりつつある．故に高 1々m程度

の高潮であっても大きなハザードになりうると考えられる． 
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ASSESSMENT OF THE COASTAL DISASTER RISKS IN SOUTHERN VIETNAM 

 
Hiroshi Takagi, Nguyen Danh Thao, Miguel Esteban, Tran Thu Tam,       

Hanne Louise Knaepen and Takahito Mikami 
 

Vietnam has a long coastline that stretches from north to south and thus is a country highly susceptible 
to coastal disasters. However, the southern part of Vietnam has generally been perceived to be less vul-
nerable to typhoons or storm surges compared to the northern and central parts of the country. The au-
thors tried to understand the actual vulnerability of this southern coastline to coastal disasters, in particu-
lar storm surge, through the field surveys and numerical simulations. Through the field survey it was evi-
dent that there are a number of settlements at risk, such as a number of houses standing on a severely 
eroded beach and a village located in a low-lying river bank. The interviews with local residents revealed 
that people living there were not concerned about typhoons, while a typhoon track analysis shows that a 
substantial number of typhoons have approached southern Vietnam in the past. The authors estimated that 
the highest water elevation due to storm surges in the past 6 decades was approximately one meter by per-
forming the numerical simulation. It is feared that these vulnerable local communities could be devastated 
by a storm surge accompanied by strong waves if the past biggest class typhoon occurs.  
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